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ヨ
ッ
シ
ー
こ
と
吉
岡
進
が
ル
ア
ー
釣
り
を

中
心
に
色
い
ろ
な
釣
り
物
を
狙
い
、
毎
回
釣

り
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く
当
連
載
「
Ｅ
ｎ

ｊ
ｏ
ｙ　

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ　

Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

（
略
し
て
Ｅ
２
Ｆ
）」。

　

第
10
回
は
ヨ
ッ
シ
ー
が
得
意
と
す
る
一
つ

テ
ン
ヤ
マ
ダ
イ
。
小
型
を
中
心
に
数
が
釣
れ

て
い
て
、
ゲ
ス
ト
も
豊
富
な
外
房
エ
リ
ア
へ

釣
行
し
た
。

　

釣
れ
る
マ
ダ
イ
は
300
〜
800
グ
ラ
ム
前
後
を

主
体
に
１
〜
２
キ
ロ
級
交
じ
り
で
好
日
に
は

ト
ッ
プ
２
ケ
タ
と
い
う
釣
れ
っ
ぷ
り
。
ゲ
ス

ト
も
多
彩
で
ワ
ラ
サ
や
ヒ
ラ
メ
、
カ
サ
ゴ
、

メ
バ
ル
な
ど
が
釣
れ
て
い
る
。

◆◆本編（52ページより）は高橋剛が執筆。船釣りの楽しさを本編（52ページより）は高橋剛が執筆。船釣りの楽しさを
ヨッシーとともにお伝えします！ヨッシーとともにお伝えします！

２
０
２
４
年
も

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

▼１枚釣れてひと安心

▲１流し目で500グラム級
▼薄暗いうちは潮が流れて
食いがよかった

▼アンダーハンドでテンヤ
を投げて広く探る

前
半
は

潮
が
動
い
て

船
中
の
あ
ち
こ
ち
で

マ
ダ
イ
が
ヒ
ッ
ト
！

▲ボコンとマダイが浮上して大地船長が
スパッと取り込んだ

▲当日最大2.2キロのマダイ ▼朝イチに１キロ級のマダイ
が上がった

★当日は300〜500
グラム前後のマダイ
がよく釣れた

よ
く

引
い
た
〜

吉岡進吉岡進のの 釣りを楽しく感じるままに釣りを楽しく感じるままに

E2FE2FE2F
EE n j o y  n j o y  EE v e r y  v e r y  FF i s h i n g  n o .i s h i n g  n o . 1010 外房大原の外房大原の

一つテンヤマダイ一つテンヤマダイ

★３号テンヤの
スローフォール
に食ってきた

撮影◉本誌編集部

▲当日の釣り場は御宿沖の
水深15〜35メートル前後
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▲後半は潮が止まり食い渋
る中、コンスタントにマダ
イを釣るヨッシー

▲２枚目をキャッチ。少し
だけサイズアップ

外房大原港

☎0470・62・1500
（詳細は巻末の情報欄参照）

新 幸 丸
＃船宿インフォメーション

◉タックルの使い分けはテンヤを投げて広く探るときはスピ
ニング、船下を狙うときはベイト。スピニングタックルは固
定式のビンビンテンヤ鯛夢の３〜５号を使い、少し浮いてい
るマダイを、ベイトタックルはTG ビンビンテンヤ鯛夢 遊動
の８号を使い、底付近にいるマダイを狙う。

一つテンヤマダイタックル

◉料金＝一つテンヤマダイ
乗 合 一人１万3000円（ エ
サ、氷付き）
◉備考＝５時集合、集まり
次第出船

＃ Enjoy Every Fishing Tackle & Lure guide

information

◉親子三代で周年一つテン
ヤマダイへ出船。新一船長
と大地若船長が親切ていね
いに釣り方を教えてくれる
し、貸し道具も充実してい
るのでビギナーにもおすす
めの船宿。大船長が作るカ
ブラ（受付で購入可）は釣れ
ると評判だ。

▲船内には放流サイズを示す角材がある

＃H o w  t o  a t t a c h  f i s h i n g  b a i t

エサの付け方

　

12
月
下
旬
に
釣
行
し
た
の
は
周
年
マ
ダ
イ

を
狙
っ
て
出
船
し
て
い
る
外
房
大
原
港
の
新

幸
丸
。
船
長
が
向
か
っ
た
釣
り
場
は
御
宿
沖

の
水
深
15
〜
35
メ
ー
ト
ル
前
後
で
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
ア
ン
カ
ー
を
下
ろ
し
て
ス
タ
ー
ト
。

　

開
始
早
々
に
１
〜
２
キ
ロ
級
の
マ
ダ
イ
が

船
内
で
立
て
続
け
に
上
が
り
、
４
キ
ロ
の
ヒ

ラ
メ
も
顔
を
見
せ
て
盛
り
上
が
る
。

　

ヨ
ッ
シ
ー
は
３
〜
５
号
テ
ン
ヤ
を
付
け
た

ス
ピ
ニ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
を
手
に
ア
ン
ダ
ー
ハ

ン
ド
で
キ
ャ
ス
ト
。
底
か
ら
２
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
を
リ
フ
ト
＆
フ
ォ
ー
ル
で
探
っ
て
300
〜

500
グ
ラ
ム
前
後
の
マ
ダ
イ
を
次
つ
ぎ
に
釣
り

上
げ
て
い
く
。

　

後
半
に
な
る
と
潮
の
流
れ
が
緩
く
船
が
あ

ま
り
動
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
ド
テ
ラ
流
し

で
再
開
。
根
掛
か
り
が
多
い
場
所
に
差
し
か

か
り
同
船
者
が
苦
戦
す
る
中
、
ヨ
ッ
シ
ー
は

小
さ
な
ア
タ
リ
を
と
ら
え
て
順
調
に
数
を
の

ば
し
て
い
く
。
詳
し
く
は
52
ペ
ー
ジ
か
ら
始

ま
る
本
編
に
て
！

◉根が荒い場所で
はキャストして横に
引っ張るとすぐに根
掛かりするので、根
をかわすためリフト
＆フォールでなるべ
く縦の誘いを意識
して底から１〜２メ
ートルを探っていく。
当日はこのパターン
がハマりよく釣れた。

◉主に固定式のビンビ
ンテンヤ鯛夢３号と５
号を使用。カジメ帯な
ど根の荒い場所は軽い
テンヤにすると根掛か
りを軽減できる

▲小型のマダイは抜き上げ
て船内に取り込む

▼ヒデさんこと宮本英彦さ
んに偶然出会い、一緒に釣
りを楽しんだ

BINBINTENYA TAIMU

▲リフト＆フォールで底付近を
ていねいに探った

▲ ▼右舷と左舷で背中合わせで釣
りをしていた二人に同時ヒット。右
舷ではカスザメ、左舷では４キロ
のヒラメが上がった

▲仕掛けを回収してい
る途中で食ってきた

◉山口 新一船長（写真左）

▲広い船内でゆったりと外房の釣りが楽
しめる

▲孫バリを腹側
（頭と胴体の継
ぎ目付近）へ刺
す

▼頭側から孫バ
リのハリ先を抜
く

▲尾羽根をカッ
ト。根元を残す
ようにして切る
とエビがズレに
くい

▼親バリを切り
口から刺す

▲ハリ先がエビ
の４〜５節目ま
できたら腹側へ
ハリ先を抜く

▼エビが曲がら
ずに付けられれ
ばＯＫ

★完成

●❶

●❷
●❸

●❹
●❺

●❻

マ
ダ
イ
釣
り

楽
し
い
ね

根
を

か
わ
せ
る
と

ア
タ
リ
が
く
る

ア
タ
リ
が

小
さ
い
よ

★マダイがヒット
すると強烈な突っ
込みを見せる

ワ
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ワ
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カ
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メ
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ス
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ラ
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ラ
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